
１１ 井原市立井原幼稚園 園舎図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 園歌 いばらようちえんのうた 

 

１ おひさま にこにこ よこてやま 

     きょうも げんきに らったんたん 

     ぶらんこ つみきで あそびましょ 

     ちゅんちゅん すずめも とんでくる 

     ここは いばらの ようちえん 

 

２ おだがわ さらさら うたいます 

みんな なかよく らったんたん 

     おうたや ゆうぎも たのしいな 

     つんつん めだかが よってくる 

     ここは いばらの ようちえん 

 

３ おまどに そよそよ かぜがふく 

  いつも えがおで らったんたん 

     ままごとあそびや すなあそび 

     ひらひら おはなが ちってくる 

     ここは いばらの ようちえん 

 

  令和７年度 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井 原 市 立 井 原 幼 稚 園 
 

〒715-0019 岡山県井原市井原町１１２３番地５ 

TEL・FAX (０８６６）６２－０５７５ 
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１ 所在地    井原市井原町１１２３番地５ 

 

２ 管理者    井原市教育委員会 

 
３ 沿革の大要   明治 19． 1 元之小学校内に井原幼稚保育場を開設後、 

岡山県後月郡井原尋常高等小学校附設幼稚園と改称 
昭和 16． 4 岡山県後月郡井原国民学校附設幼稚園と改称 
昭和 22． 4 岡山県後月郡井原町立井原小学校附設幼稚園と改称 
 
昭和 28． 4 井原市立井原小学校附設幼稚園と改称 
昭和 34．10 園舎新築 
昭和 39． 4 井原市立井原幼稚園と改称 
平成 ５． 4  専任の園長を置く（２園兼務） 
平成 19.  1 園舎改築 

              平成 14． 8 砂場改修工事 
               平成 22． 8 給食コンテナ室新設 

平成 22．10 給食開始 
平成 24．14 ３歳児教育開始 
平成 26．14 預かり保育開始   園長の２園兼務が解かれ専任となる 
令和 21. 10 保育料・預かり保育料・給食主食代以外の無償化開始 
令和 22.  4 預かり保育１８時までの時間延長開始 

 
４ 教育目標  『 心身ともにたくましく、心豊かな子どもの育成 』 
 

≪めざす幼児像≫ 
・明るく元気な子ども   ・やさしく助け合う子ども   ・がんばってやりぬく子ども 

 
５ 教育方針 
（１）幼児一人一人の発達に応じて、基本的生活習慣の定着を図るための家庭連携や教師の援助の

あり方を工夫する。 
（２）幼児が主体的・対話的で深く学ぶことができるような環境構成、日常生活との関連性・連続

性を生かした保育内容、教師の援助のあり方を工夫する。 
（３）家庭・地域・小学校との連携を図り、多様な生活体験や人とのかかわりを通して、豊かな心

を育むための年間計画や教師の援助のあり方を工夫する。 
 
６ 経営の重点 
（ア）規則正しい生活リズムの定着 

〇家庭との連携を通して、個の発達に応じた基本的生活習慣（「早寝・早起き・朝ご飯・朝う
んち・あいさつ・返事」）の定着を図る。 

〇体を動かして遊ぶ楽しさが感じられるように、系統的指導方法を工夫する。 
 
（イ）主体的・対話的で深い学びにつながる遊びや生活の充実 

〇幼児の興味・関心を活かした環境構成を工夫し、幼児のつぶやきや行動からやりたいこと 
 を見取り、環境を再構成することにより、「自己発揮する力」を育てる。 
〇対話を通して幼児同士の思いをつないだり、イメージを共有する場を作ったりすることに 
 より、「協調性」を育てる。 
◎自分なりに考えたり工夫したりする時間や場を確保したり、「もっとやってみたい」を支え 
るような援助をしたり、振り返りの充実を図ったりすることにより、「探究心」を育てる。 

  〇個に応じた効果的な声掛け・視覚的支援等の援助により、幼児の自己肯定感を高める。 
 

 
（ウ）家庭・地域との連携 

〇たよりや降園時の連絡、懇談等を活用し、園生活の様子や教師の思い、効果的な子ども 
へのかかわり方を機を逃さず伝えることにより、保護者との信頼関係を深める。 

〇地域の方とのふれあいを通して、日本の伝統的な行事に親しんだり、生活経験や人との 
かかわりを広げたりできるように、保育内容や実施方法を工夫する。    【井原愛】 

〇交流や相互理解による保幼小の円滑な接続を図る。 
 

（エ）研修の充実 
〇定期的な園内研修（特別支援教育・複式教育を含む）の充実により、教師の指導力の向 
上を図る。 

    〇働き方改革を進めようとする意識を高め、職員一人一人の自己研鑽時間の確保や生きる 
     力の高揚を図る。 

  

７ 本年度の研究主題 『 明日につながる探究心を育てる 』 

   ～幼児の「やってみたい」を支える環境構成と援助の工夫～ 
 

８ 学級編成                          （５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

９ 地区別園児数                      （５月１日現在） 

 猪清 向町 新町 本町 中町 下町 倉掛 夏目 計 
３歳児 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

 ４歳児 １ １ ０ ２ ０ ０ ０ １ ５ 
 ５歳児 １ ０ １ ２ ０ ２ ０ １ ７ 

計 ２ １ １ ４ ０ ２ ０ ３ １３ 

 

10 職員組織                                              （５月１日現在） 

職  名 氏   名 本 園 就 園 

園  長   

主任教諭   

教  諭   

幼稚園講師   

  幼稚園講師   

パート幼稚園講師（兼務）   

園  医   

園  医   

園医（眼 科）   

園医（歯 科）   

園医（耳鼻科）   

薬 剤 師   

 

学  年 組 
在    籍 

男 女 計 
３歳児 
４歳児 

り す 
うさぎ 

０ １ １ 
１ ４ ５ 

５歳児 ぱんだ ４ ３ ７ 
合    計 ５ ８ １３ 

（複式） 


